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共通乗降場所の新設について 

１． 提案理由 

 特別養護老人ホーム外房
そとぼう

を経営する社会福祉法人外房
そとぼう

（以下「外房
そとぼう

」という。）から、

面会の家族や友人などが来所する際の公共交通機関がなく不便であることを理由とし

て、御宿町に対して乗合運行の共通乗降場所設置の依頼があった（資料 2-2 参照）。 

 事務局としては、下記の状況を総合的に勘案し、共通乗降場所の設置が住民の移

動手段の確保や移動機会の増加、それによる住民福祉の増進に寄与すると考えられ

るため、当該施設内または付近に共通乗降場所を設置することを提案したい。 

２． 現状と課題 

 外房によると、家族等の面会は暖かい時期で 1 日に 5～6 組程度、寒い時期で 1 日

に 3～4 組程度の利用がある。それらの方は、自家用車か知人の自家用車に乗り合っ

て、またはタクシーで来ている。しかし、知人の都合に左右されたり、タクシー会社が廃

業になったりし、他の交通手段もなく、面会希望がかなわないときもあるという。外房と

しては、家族のコミュニケーション機会を持たせてあげたいとのこと。 

３． 対策と効果 

 共通乗降場所を設置することで、面会希望者の外出を支援することができ、住民の

移動機会の増加につながることが期待できる。外房の位置については資料 2-3参照。

施設内または駐車場内への設置を検討している。 

４． 必要な手続き等 

(ア) 事業者から関東運輸局への申請 

会議において合意後、必要な手続きについて確認する。 

(イ) 利用者の見込み 

上記２にあるように、定期的に一定程度の需要が予想できる。 

(ウ) 車両乗り入れの支障の有無 

施設敷地内及び付近で乗り入れ候補となる土地の所有者は外房であり、乗り入れ

及び案内看板の設置は可能と考える。 

車両の停車、通行、転回についても、施設内及び候補地は十分な広さがあり支障

はない（小湊鉄道吉野運転手に聞き取り済み）。 

(エ) 必要な予算 

案内看板の作成費 115 千円（御宿町） 
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